
 2016.7.吉日 

7 月 14 日母校北辰記念室にて、賛助金運動終了を受け、会長以下在阪北辰会拡大常任幹事会を

開催致しました。会議前に新任の森田教頭先生にご臨席を頂き、和やかにお互いの自己紹介と会長、

教頭先生の挨拶が有りました。 

今回の会議は北辰会の活動報告と賛助金運動の纏めです。 

以下の文書は会議の報告、及び決定事項です。              北辰会事務局 前田 直人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１６年上期北辰会常任幹事会報告 

北辰会事務局 前田 直人 

(一) 名簿調査について   （資料省略） 

① 130件の異動、訂正を致しました。 

    10 期生までの方で電話に出られない、介護を受けている、死去等が多くありました。 

② 会報 22号送付期別集計表は現在の北辰会の基礎力量を表している 1つです。 

(二) 会計報告について  （資料省略） 

  ① 現在の会計残高は、残金 183 万円、プラス賛助金２２０万。合計４０３万円です。 

  ② 大きな支出は会報 22号発行。幹事会開催費用。事務所維持費。印刷機のトナー。など計 83万

7 千円でした。  

拡大常任幹事会開催前に森田新教頭先生を囲んで 

（前列 左から２人目 森田教頭先生、３人目 岡田会長） 



③ 2018年総会終了後の見通しについて 

２０１７年 2018年活動費200万円。北宸Ⅴ作成費100万円。2018年総会費用は会費で賄う。前

回は7,000円の会費で7万円の黒字でした。総会終了後の残金は300万円を予定しています。

内訳は 2017 年残金 100 万と総会時に予定している賛助金約 200 万です。 

④ 会報を発行して会を維持する最低の年間活動資金は 100万円が必要です。 

(三) 賛助金運動の分析 

  ① 416 名の方から 228万円を頂きました。北宸Ⅴの予約受付は 193冊です。目標額の 200万超え

ました。有難うございました。目標額を少し低く設定したようです。 

    振込依頼数１８４２名中４１6 名で２２．6％の会員皆さんのご支援を頂いたことになります。これは

大きく重い数字と理解しています。 

② 2014年総会時は 502名 240万円でした。 

③ 2012 年（北辰 DVD 受付時）は 466 名の方から 247 万円、北辰 DVD の受付は 280 枚で

した。 

④ これら北辰会を支える力は先輩諸氏の体力の衰えなどもありますが継続的に維持されています。

北辰会が私達のオアシスの存在であることを示しています。 

  ⑤ 先生からは校長先生２名を含め９名から 6.6 万円頂きました。 

  ⑥ 期別集計の傾向について 

    ＊18期、25期、26期は会長、事務局など中枢の役員を出している期としてもそれに応えていると

思われます。 

    ＊11 期以降 30 期までの期で北辰会を支えなければならないと思います。その力はあると思いま

す。 

    ＊11 期から 16 期まで 13 期を除き同期会は開催不能となりました。しかし、幹事さんはいます。 

会報、「北辰会ＨＰ」、同期会など北辰会が元気で活動していることは先輩諸氏に賛助金を送

ろうという元気を与えているのではないかと思います。 

  ⑦ ＊再依頼ハガキを 340 枚発送しました。それまで 290 名の振込みで足踏みしていましたがそれ

以後一週間で 91 名の振込みが有りました。 

＊振り込用紙の多くは会報に添付されたものでした。これは 45 日を経ても会報がお手元に在る

ということです。会報が大事にされていると思いました。また、再度会長から依頼されたので賛

助金を送ろうという気持ちを後押ししたと思われます。 

 ⑧ ＊期別・ブロック別集計表、期ブロック別依頼数別集計表は省略します。 

 ⑨ 0 期から 10 期までは先生方の賛助が多く有りました。それ以降は会報送付数に応じた賛助が有

りました。同期会開催が無くなった11期から16期まで落ち込むかと思いましたが、それ相応の振

込が有りました。自然に名簿登録者が減ると賛助金運動も厳しくなります。 

⑩ 次回の賛助金運動は2018年総会時になります。今後、2年間で北辰会の力量が今回よりも 1割

低下は覚悟しないといけません。11 期生から 16 期生の層の低下が考えられます。 

同期会がなくなっています。 

⑪ 北辰会が会員皆様のオアシスでおられるような事業を企画立案しなければならないと思います。 

(四) 「北辰会ＨＰ」の報告    

① ２０１６年３月幹事会での報告以降も順調に更新が出来ています。 

 

 



② ２０１６年１月以降の閲覧状況 

閲覧月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6月 

閲覧者数 1839 1800 1869 2028 1838 1807 

・２０１６年も毎月 1800～2000 人の方々がアクセスされ、閲覧して頂いています。 

２０１５年の閲覧状況を維持しています。 

③ 北辰会ＨＰへの掲載状況 

・2016 年 1 月以降、会員皆様からの投稿記事、写真など２２本（2015 年は年間 34 本）を掲載させ

て頂きました。 

・事務局からも北辰会活動報告を多数掲載させて頂きました。同期会の状況も情報が届き次第掲

載しています。 

④ 同期会の開催案内や報告などの北辰会ＨＰへの掲載について 

・更新は事務局に原稿が届き次第行います。画像の受付も行います。 

・活動紹介等は、1～２枚の写真と２00～３00 字の内容説明文をメール添付などで送付して頂きま

したら事務局にて作成して掲載します。 

・その際、写真はデジタルカメラの電子ファイルで送付して頂くと綺麗に掲載できます。紙プリント

版からでは画質が低下し、せっかくの写真が荒くなります。 

・同期会や行事の開催案内や活動紹介に活用して下さい。 

・会員皆様にて作成して頂いた資料はそのまま掲載することができます。掲載時期も早くなりま

す。 

(五) 同期会について 

 ① 29 期 ４月 4 日 宇治へ 23 名。   24 期 5 月 10 日 近江八幡へ宿泊同期会を 15 名。 

   25 期 6 月 12 日  十三東「こがんこ」で 25 名。  

 ② 13期「歩こう会」継続しています。１８期会は毎年２月頃開催しています。19期会も南部会として

開催しています。期全体に広げる努力をしています。 途上人ＫＩＴＡＮＯのグループもハイキ

ング、トレッキング、忘年会が計画、実行されています。  

③ 17期、21期、久しぶりに 33期の同期会が予定されています。 

(六) 北宸Ⅴの表紙、タイトルについて  

① 北宸Ⅴ、タイトルについて 

・冊子表題は「ほたるに雪に」とする。 

 北宸Ⅲ、北宸Ⅳ、ともに校歌の一番、二番から採っており、校歌三番から採る。 

② 北宸Ⅴ、サブタイトルについて 

・冊子副表題は「久遠の真理 想うかな  高き矜恃に 身をゆだね」とする。 

・ルビは付けない 

③ 表紙カバーデザインについて 

(a) 表紙デザイン 

・表紙は北宸Ⅲ、北宸Ⅳを踏襲して白地とし、表紙カバーと同じ文字を黒字で表現する。 

(b) 表紙カバーデザイン 

・表紙カバーの色調は北宸Ⅲ、北宸Ⅳを踏襲して濃紺（Web セーフカラー #0000B2）とし、白

文字で表題、副表題を表現する。 



 

・表題の「ほたるに雪に」文字は書家である 29 期 竹本さんに揮毫して頂く。 

・表紙の写真は、思い出多き夜間の校舎とした。 

(c) 裏表紙デザイン 

・裏表紙の中心には、校章を夏草に見立ててホタルを図案化した。 

・表題の「ほたるに雪に」に関連してホタルと雪の図案化を検討した。”ホタル”と”雪”は共に

暗くなりがちなので、校章を明るい夏草に見立てて、我々の蛍雪時代を明るく表現した。 

(d) 末尾に決定したデザインを掲載致します。 

④ 冊子の大きさ 

Ａ５版、３００ページ程度。 

(七) 今後の活動 

① 賛助者リストと集計表 1は会報２３号に掲載致します。 

② 期幹事さんより希望が有れば期の賛助者名、賛助額等を用意致します。 

③ 賛助者への皆様にはハガキで会長名のお礼状ハガキを 7月１８日投函致しました。 

④ 「北辰会ＨＰ」の活用を強める。多くの会員皆様に勧めて下さい。 

  幹事さんで「北辰会ＨＰ」を見る事ができる方は月２回程度閲覧して下さい。 

⑤ 北宸Ⅴの準備を強めます。 

⑥ 会員皆様に異動が有れば直ぐに報告下さい。 
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北宸Ⅴ表紙カバーデザイン（表） （裏） 


